
（
表
紙
）

〔
翻
刻
〕

天
明
六
丙
午
年
八
月
廿
日

塩
問
屋
株
三
拾
五
同
仲
買

株
七
拾
御
免
被
為

成
下
度

願
上
候
ニ
付
御
糺
一
件

都
倉
屋
写

今
日
南
組
惣
会
所
江
通
達
町
年
寄

被
召
呼
井
岡
半
左
衛
門
様
左
之
通
被
仰
渡
候

乍
憚
口
上

塩
問
屋
同
上
積
問
屋
之
儀
ハ
是
迄
仲
ケ
間
之
者
共
名
前
帳
御
奉
行
江
差
出
置
商
イ

仕
来
り
候
所
此
度
塩
問
屋
株
三
拾
五
御
免
被
成
候
ハ
ゞ
冥
加
銀
之
割
方
ヲ
以
上
納

い
た
し
仲
間
江
加
入
為
致
度
旨
相
願
候

一
塩
中
買
与
唱
内
分
組
合
塩
商
売
渡
世
致
候
も
の
共
有
之
処
是
迄
ハ
内
仲
間
ニ
て

不
取
締
ニ
付
此
度
右
仲
買
株
七
拾
御
免
被
成
候
ハ
ゞ
冥
加
銀
初
年
弐
十
枚
翌
年

拾
五
枚
ツ

相
納
此
外
株
入
相
届
候
も
の
ハ
冥
加
銀
之
割
方
を
以
上
納
い
た

〔
翻
刻
〕

天
明
六
丙
年
八
月
廿
日

塩
問
屋
株
三
拾
五
同
仲
買
株
七
拾

御
免
被
為

成
下
度
願
上
候
ニ
付
御
糺
一
件

岡

村

良

子



し
中
間
江
加
入
為
致
度
旨
相
願
候

右
之
通
願
出
候
ニ
付
是
迄
右
問
屋
并
中
買
組
合
ニ
不
相
成
商
売
い
た
し
候
者
共

御
糺
被
成
候
処
一
同
様
加
入
致
願
人
共
同
様
ニ
申
立
候
尤
右
両
株
共
冥
加
銀
之

割
方
外
々
江
掛
候
義
ハ
無
之
銘
々
商
江
銭
之
内

相
納
候
事
ニ
而
株
ニ
相
成
候

共
塩
直
段
引
上
ケ
候
義
ハ
勿
論
仕
来
り
候
商
売
之
外
新
規
之
儀
相
企
候
筋
ニ
ハ

決
而
無
之
旨
申
上
候

右
之
通
相
願
候
間
右
商
売
体
ニ
携
候
者
差
障
り
有
無
相
糺
否
返
答
可
申
上
旨
被

仰
渡
奉
畏
左
ニ
御
答
奉
申
上
候

此
儀
私
共
塩
小
売
并
造
醤
油
渡
世
仕
候
者
共
ニ
御
座
候
此
度
願
人
有
之
塩
問
屋

株
中
買
株
御
免
奉
願
上
候
此
儀
私
共
小
売
并
造
醤
由油

仕
込
ニ
相
用
ヒ
候
塩
之
儀

ハ
是
迄
随
分
方
々
ニ
而
聞
合
下
直
成
所
ニ
而
買
請
勝
手
宜
敷
御
座
候
処
右
株
ニ

被
仰
付
候
而
者
近
年
不
景
気
之
上
段
々
銭
相
庭
下
直
ニ
相
成
商
ヒ
引
合
兼
候
時

節
ニ
而
甚
タ
迷
惑
仕
候
上
右
之
通
御
免
被
成
候
而
ハ
買
先
手
挟
ニ
相
成
難
渋
至

極
ニ
奉
存
候
尤
御
益
申
立
奉
願
上
候
儀
差
支
奉
申
上
候
儀
恐
多
奉
存
候
得
共
何

卒
是
迄
之
通
御
差
置
被
為

成
下
候
ハ
ゝ
有
か
た
く
可
奉
存
候
以
上

北
久
太
郎
町
壱
丁
目
蛇
草
屋

伊
兵
衛
支
配
か
し
や

小
売
塩
屋

播
磨
屋
又
兵
衛

印

同
所

弐
丁
目

造
醤
由油

屋

都
倉
屋

文
助

印

同
町

小
売
塩
屋

松
屋
い
そ

代
判
新
七

印

南
久
太
郎
町
壱
丁
目

造
醤
由油

屋

大
和
屋
新
兵
衛

印

同
町

右
同
断

冨
田
屋
徳
兵
衛

印

同
所
弐
丁
目
葉
屋
又
四
郎

印

支
配
借
屋

小
売
塩
屋

和
泉
屋
与
兵
衛

印

同
所
三
丁
目
川
崎
屋
忠
兵
衛
支
配

借
屋

右
同
断

平
野
屋
利
兵
衛

印

同
町
小

西
カ

屋
新
兵
衛
支
配
借
屋

右
同
断

姫
路
屋
徳
兵
衛

印

同
所
四
丁
目

造
醤
油
屋

河
内
屋
六
兵
衛

印

同
町

小
売
塩
ヤ

八
幡
屋
傳
兵
衛

印

同
町

右
同
断

大
屋
吉
兵
衛

印

北
久
宝
寺
町
壱
丁
目

右
同
断

八
幡
屋
平
兵
衛

印

同
町



右
同
断

山
田
屋
た
か

代
判
松
屋
甚
兵
衛

印

同
町
和
泉
屋
勘
兵
衛

か
し
や

右
同
断

河
内
屋
嘉
兵
衛

印

同
町
同
借
屋

造
醤
由油

森
本
屋
利
兵
衛

印

同
所
四
丁
目
箱
屋
杢
兵
衛
支
配
か
し
や

小
売
塩
屋

増
屋
藤
兵
衛

印

右
之
通
御
返
答
奉
申
上
候
尤
其
外
右
商
売
体
ニ
携
候
者
当
時
一
人
も
無
御
座
候
ニ

付
乍
憚
此
段
奉
申
上
候
以
上

北
久
太
郎
町
壱
丁
目
年
寄

天
明
六
午
年
八
月
廿
五
日

紙
屋
太
兵
衛

印

同
所
弐
丁
目
造
醤
油
屋

都
倉
屋
文
助
丁
内
年
寄

ニ
付
月
行
司

天
満
屋
藤
助

印

南
久
太
郎
町
壱
丁
目
年
寄

中
道
屋
六
右
衛
門

印

同
所
弐
丁
目
年
寄

河
内
屋
伊
右
衛
門

印

同
所
三
丁
目
年
寄

蕗
屋
太
兵
衛

印

同
所
四
丁
目
年
寄

大
和
屋
利
兵
衛

印

北
久
宝
寺
町
壱
丁
目
年
寄

袋
屋
徳
兵
衛

印

同
所
四
丁
目
年
寄

銭
屋
嘉
兵
衛

印

惣
御
年
寄
中

右
返
答
書
来
ル
廿
五
日
四
ツ
時
丁
代
可
有
持
参
候
已
上

右
之
通
御
通
達
申
上
候
間
御
町
々
携
候
も
の
御
糺
被
成
早
々
御
申
越
被
下
候
勿
論

此
度
之
返
答
御
急
キ
之
様
子
被
仰
渡
候
間
明
後
廿
二
日
迄
ハ
有
無
共
可
被
仰
下
候

已
上

通
達
当
番

午
八
月
廿
日

南
久
太
郎
弐
丁
目

北
久
太
郎
町
壱
丁
目

同

弐
丁
目

同

三
丁
目

同

四
丁
目

同

五
丁
目

南
久
太
郎
町
六
丁
目

同

五
丁
目
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同

四
丁
目

同

三
丁
目

同

壱
丁
目

北
久
宝
寺
町
壱
丁
目

同

弐
丁
目

同

三
丁
目

同

四
丁
目

同

五
丁
目

伝
馬
町

源
左
衛
門
町

〔
解
説
〕

天
明
六
丙
年
八
月
廿
日

塩
問
屋
株
三
拾
五
同
仲
買
株
七
拾
御
免
被

為

成
下
度
願
上
候
ニ
付
御
糺
一
件

当
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
収
蔵
の
佐
古
文
書
か
ら
、
表
題
の
史
料
（
以

下
文
中
で
は

天
明
六
年
御
糺
一
件

と
す
る
）
の
翻
刻
を
行
っ
た
。

天
明
六
年
、
塩
問
屋
株
三
五
と
塩
仲
買
株
七

御
免
の
願
い
出
が
あ
り
、
こ
の

件
に
つ
い
て
塩
の
小
売
商
や
造
り
醤
油
屋
に
御
糺
し
が
あ
っ
た
件
の
回
答
の
控
え

で
あ
る
。
内
容
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
当
時
の
塩
問
屋
と
仲
買
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

塩
問
屋
と
仲
買

ま
ず
、

大
阪
同
盟
塩
問
屋
組
合
沿
革
史

、

大
阪
商
業
史
資
料

第
二
九
巻

か
ら
、
塩
問
屋
の
誕
生
と
繁
栄
を
見
て
い
く
。

大
阪
同
盟
塩
問
屋
組
合
沿
革
史

に
よ
る
と
、
元
亀
・
天
正
年
間
以
前
に
す
で

に
食
塩
商
問
屋
業
が
存
在
し
た
と
い
う
。
当
時
諸
国
塩
船
は
大
阪
の
北
浜
丼
池
に

着
き
、
そ
れ
を
船
頭
・
水
夫
な
ど
が
市
街
の
各
所
に
船
で
運
び
各
需
要
者
に
直
接

販
売
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
販
売
方
法
も
価
格
も
一
定
せ
ず
、
需
用
者
の
迷
惑
も

著
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
当
時
の
富
業
者
、
法
華
庄
次
郎
、
塩
屋
弥
三
兵
衛
、
塩
屋

孫
兵
衛
の
三
名
が
塩
問
屋
を
組
織
し
、
奉
行
所
に
認
可
を
受
け
た

（

）
。

灘
島
赤
穂

三
塩
問
屋
組
合
之
儀
者
古
来
よ
り
定
法
相
立
猶
又
慶
長
年
中
万
端
取
締
仕
法
を
以

永
久
相
続
仕
来
り
候
義

と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
慶
長
の
頃
で
あ
ろ
う
。
元
和

年
間
に
至
る
ま
で
に
一

名
に
ま
で
な
っ
た
（

）
と
い
う
。
問
屋
の
数
は
、
年
代
順
に

ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。



慶
長

元
和

三

一

名

延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）

七
名

元
禄
年
間
（
一
六
八
八

一
七

四
）

一
四
名

享
保
年
間
（
一
七
一
七

一
七
三
六
）

二

軒
（

）

元
文
六
年
（
一
七
四
一
）

一
三
名

宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）

一
二
名

安
永
十
年
（
一
七
八
一
）

一
二
名

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

一
七
名

天
保
十
二
年

嘉
永
四
年
（
一
八
三

一
八
五
一
）

一

軒

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

十
軒

嘉
永
・
文
久
年
間
（
一
八
四
八

一
九
六
四
）

一
五
名

（

難
波
鶴
（

）

難
波
丸
（

）
調
べ
）

大
阪
同
盟
塩
問
屋
組
合
沿
革
史

、

大
阪
商
業
史
資
料

第
二
九
巻

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
株
仲
間
禁
止
で
解
散
後
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五

）
仮
組
が
住
吉
講
を
組
織
、
株
仲
間
再
興
以
後
住
吉
講
は
消
滅
、
従
来
よ
り
の

古
組
一
一
軒
、
仮
組
五
軒
の
二
つ
に
分
か
れ
た
。
安
政
以
後
は
こ
の
二
つ
の
区
別

は
な
く
な
り
、
明
治
を
迎
え
る
。

こ
の
表
で
見
る
限
り
、
享
保
年
間
に
塩
問
屋
は
二

軒
と
最
多
で
あ
る
。
当
時

の
よ
う
す
は

驕
奢
を
尽
し
、
家
屋
の
如
き
は
高
閣
大
厦
を
建
築
し
、
長
屋
門
を

設
け
、（
中
略
）
間
口
十
五
間
以
上
の
広
き
邸
宅
を
有
す
る
も
の
に
非
す
ん
は
問

屋
の
資
格
な
き
事
も
内
定
し
あ
り
し
と
い
ふ

（

）
と
あ
り
、
そ
の
様
子
が
伺
え
る
。

大
阪
の
塩
問
屋
は
、
取
り
扱
う
産
地
名
に
よ
っ
て
三
問
屋
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、

小
豆
島
の
塩
は
嶋
塩
問
屋
、
赤
穂
塩
は
赤
穂
問
屋
、
上
灘
目
塩
は
灘
問
屋
が
扱

い
、
こ
の
三
つ
を
総
称
し
て
三
塩
問
屋
と
い
う
。
各
地
か
ら
船
で
運
ば
れ
た
塩
は

こ
れ
ら
の
問
屋
が
一
手
に
引
き
受
け
、
仲
買
を
経
て
需
要
者
に
売
る
の
を
原
則
と

し
て
い
た
（

）
。

次
に
仲
買
に
つ
い
て
、
前
述
の
資
料

大
阪
同
盟
塩
問
屋
組
合
沿
革
史

第
十

八
章
の

古
書
ノ
写

か
ら
仲
買
仲
間
の
存
在
を
中
心
に
そ
の
動
き
を
追
っ
て
み

よ
う
。
仲
買
自
体
は
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
の

記
録

に
は
、

十
七
年

以
前

（

）
に
小
売
と
と
も
に

直
売

の
願
い
を
出
し
た
こ
と
と
あ
り
、
宝
永
五
、

六
年
（
一
七

九
）
の
頃
に
は
ま
と
ま
っ
て
願
い
上
げ
を
す
る
だ
け
の
人
数
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
に
は
、
灘
、
嶋
、
赤
穂
三

塩
問
屋
が
組
合
定
法
を
定
め
た
と
報
告
し
て
お
り

（

）
、
そ
れ
以
前
の
享
保
の
頃
は
塩

の
取
引
に
関
す
る
制
度
が
整
っ
て
い
く
過
程
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
享
保
八

年
（
一
七
二
三
）
に
は
産
地
か
ら
塩
積
み
の
船
は
江
ノ
子
島
へ
の
繋
船
が
定
め
ら

れ
、
同
十
年
に
は
西
国
筋
塩
船
で
の
直
売
が
禁
止
と
な
り
、
塩
屋
徳
兵
衛
、
備
前

屋
市
右
衛
門
が
直
売
塩
船
吟
味
役
に
な
る
。
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
は
三

郷
塩
仲
買
か
ら
直
売
禁
止
願
が
出
さ
れ
、

三
郷
一
道
に
仲
買
立
会

に
て
取
引

す
る
等
、
塩
直
売
禁
止
が
徹
底
さ
れ
て
い
く
。
宝
永
の
頃
に
は
、
既
得
権
者
で
あ

る
問
屋
に
対
し
て
小
売
と
と
も
に
直
売
を
願
う
存
在
で
あ
っ
た
の
が
、
直
売
禁
止

を
訴
え
る
側
に
な
っ
て
お
り
、
問
屋
に
よ
る
仲
買
の
支
配
が
進
ん
で
い
る
と
推
察

で
き
る
。
こ
の
時
期
に
仲
買
仲
間
結
成
へ
の
何
ら
か
の
契
機
が
あ
る
の
で
は
な
い
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か
と
思
わ
れ
る
。
享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）
に
は
嶋
塩
仲
買
行
司
よ
り
備
藤
様

あ
て
に
組
合
へ
の
加
入
願
い
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
仲
買
行
司
が
存
在
す
る
よ

う
な
仲
買
仲
間
が
組
織
化
さ
れ
、
拡
大
し
つ
つ
あ
る
様
子
が
垣
間
見
え
る
。

一
方
で
、
同
仲
買
小
店
数
は
、

増
補
改
定
難
波
丸
（

）
で
み
る
と
、
延
享
四
年

（
一
七
四
七
）
に
は

数
不
知

、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
に
は

数
百
軒

、
享

和
元
年
（
一
八

一
）
に
も

数
百
軒

と
あ
る
。
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
の

時
点
で
は
、

数
不
知

と
あ
る
の
で
、
未
だ
仲
買
の
組
織
化
は
完
了
し
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
仲
買
の
名
は
前
述
の
享
保
十
九
年
（
一
七

三
四
）
の
組
合
加
入
願
い
に
挙
が
っ
て
い
る
だ
け
し
か
判
明
し
な
い
。

そ
れ
以
外
に
仲
買
仲
間
の
存
在
を
示
す
資
料
と
し
て
は
、
同
じ
く

大
阪
商
業

史
資
料

所
収
の

塩
商

に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。
書
か
れ
た
年
代
は
不
明

で
あ
る
が
明
治
以
降
の
も
の
で
あ
り
、

問
屋
仲
買
い
ず
れ
も
株
仲
間
に
し
て
問

屋
株
四
十
二
枚
仲
買
株
十
一
枚
な
り
し
か

と
あ
り
、
仲
買
株
の
存
在
を
示
す
も

の
の
、

仲
買
い
身
元
尤
も
菲
薄
な
る
に
よ
り
自
然
其
仲
間
の
規
矩
を
糺
す
事
能

は
す
故
に
年
行
司
等
其
の
他
職
務
を
置
く
こ
と
を
得
す
只
問
屋
仲
間
に
附
従
す
る

の
み

と
あ
る
。
た
だ
し
、
享
保
期
に
は
年
行
司
の
存
在
は
前
述
の
よ
う
に
確
か

め
ら
れ
る
し
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
も

組
合
塩
仲
買
、
塩
ノ
相
場
・
立

会
・
直
売
買
に
関
し
三
塩
問
屋
と
契
約
を
交
換
す
る
（

）
と
あ
り
、

組
合
塩
仲
買

行
司
塩
屋
与
兵
衛

塩
屋
佐
兵
衛

の
名
が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
保
期

に
お
い
て
も
仲
買
組
織
は
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
同
書
に
は
問

屋
業
務
と
し
て
、
明
治
七
年
以
前
の
塩
取
引
の
状
況
が
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
て

い
る
。

問
屋
は
荷
主
よ
り
積
送
る
所
の
荷
物
を
、
未
だ
水
揚
げ
せ
ざ
る
に
先
立
ち
之

を
受
取
り
、
仲
買
を
し
て
評
価
せ
し
め
、
直
段
取
極
り
た
る
上
現
金
に
て
仕

切
書
を
も
合
せ
て
荷
主
に
渡
し
、
其
口
銭
二
分
五
厘
を
収
入
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
以
前
に
は
仲
買
に
価
格
の
決
定
権
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を

そ
の
ま
ま
天
保
期
以
後
の
明
治
ま
で
の
塩
取
引
の
実
態
と
は
取
れ
な
い
が
、
詳
細

が
わ
か
ら
な
い
仲
買
の
活
動
の
一
部
が
示
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
だ
か

ら
と
い
っ
て

只
問
屋
仲
間
に
附
従
す
る
の
み

と
い
う
記
録
が
間
違
っ
て
い
る

こ
と
は
意
味
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
史
料
に
は

問

屋
・
仲
買
年
中
寄
合
定
日

（

）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
塩
問
屋
と
仲
買
の
両
者
の
間

で
利
害
の
す
り
合
わ
せ
が
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
事
が
推
察
で
き
る
。
こ
の
あ

た
り
は
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
塩
と
い
う
商
品
の
特
質
が
絡
ん
で
い
る
。

文
書
の
内
容

こ
こ
で

天
明
六
年
御
糺
一
件

の
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
ま
で
塩
問
屋
は
御
免
株
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
た
び
塩
問
屋
株
三
四
と
仲
買

株
七

を
願
い
あ
げ
、
冥
加
金
も
上
納
す
る
と
い
う
願
い
出
が
あ
り
、
こ
の
お
糺

し
が
あ
っ
た
。
文
中

塩
中
買
与
唱
内
分
組
合

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
公
式
な

形
で
は
あ
る
が
組
合
は
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
今
回
の
願
免
に
際

し
て
、
こ
れ
ま
で
仲
買
組
合
で
は
な
か
っ
た
者
も
喜
ん
で
加
わ
り
た
い
と
あ
る
。

一
方
、
事
情
を
糺
さ
れ
た
小
売
は
、
仲
買
株
が
成
立
す
る
と
、
仲
買
の
卸
値
が



定
め
ら
れ
、

今
ま
で
の
よ
う
に
安
価
な
仕
入
先
を
探
す
の
が
よ
り
困
難
に
な

る

と
述
べ
て
い
る
。
塩
取
引
の
実
態
は
、
仲
買
を
説
明
し
た
下
記
に
尽
き
る
と

い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

元
来
本
商
に
限
り
仲
買
は
身
元
尤
も
菲
薄
の
も
の
多
し
こ
れ
畢
竟
問
屋
は
仲

買
へ
売
渡
す
の
み
な
ら
す
其
他
塩
を
以
て
製
造
す
る
商
業
人
す
な
わ
ち
造
醤

油
屋
漬
物
屋
味
噌
屋
等
及
ひ
遠
近
諸
国
の
商
人
又
は
小
売
人
及
ひ
需
用
人
等

へ
売
捌
き
を
な
す
に
よ
れ
り
故
に
問
屋
に
し
て
仲
買
小
売
の
業
を
兼
ね
た

る
も
の
に
し
て
加
之
問
屋
は
仲
買
の
商
域
を
柑
刮
す
る
尤
も
多
き
に
基
ひ
す

然
れ
共
仲
買
も
又
小
売
の
業
を
な
せ
り

（

）

塩
は
生
活
必
需
品
で
あ
り
、
ま
た
味
噌
、
造
醤
油
、
漬
物
と
使
用
範
囲
も
大
き

い
。
ま
た
小
売
り
と
卸
し
の
境
目
が
あ
い
ま
い
で
、
問
屋
で
も
小
売
り
を
す
る
。

ま
た
問
屋
は
荷
主
に
対
し
口
銭
二
分
五
厘
を
取
る

（

）
と
い
う
定
法
で
あ
る
が
、
中
間

業
者
を
経
れ
ば
そ
の
分
の
口
銭
が
付
け
加
え
ら
れ
、
末
端
価
格
は
上
が
る
。
小
売

に
し
て
み
れ
ば
、
な
る
べ
く
低
値
の
仕
入
先
を
探
す
こ
と
に
な
る
。

天
明
六
年

御
糺
一
件

中
に
も

是
迄
随
分
方
々
ニ
而
聞
合
下
直
成
所
ニ
而
買
請
宜
敷
御
座

候

と
あ
る
の
は
そ
の
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
う
え
景
気
は
悪

く
、
銭
相
場
も
下
が
り
、
そ
の
う
え
仲
買
株
が
許
さ
れ
れ
ば
塩
の
価
格
は
あ
が

り
、
迷
惑
至
極
で
あ
る
の
で
差
し
置
い
て
ほ
し
い
と
あ
り
、
造
醤
油
屋
や
塩
小
売

商
の
立
場
か
ら
言
え
ば
至
極
も
っ
と
も
な
回
答
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

塩
の
価
格

当
時
の
塩
の
価
格
に
つ
い
て
は
、

島
塩
一
俵
六
匁
内
外
こ
れ
を
標
準
に
米
相

場
綿
相
場
を
だ
す
こ
と
あ
り
（

）
と
あ
る
よ
う
に
、
米
価
と
連
動
し
て
い
る
。

大

阪
市
史

第
一
巻
に
は

天
明
三
年
気
候
順
な
ら
ず

と
あ
り
、
続
け
て

江
戸

は
金
一
両
に
米
四
斗
六
七
升
新
米
五
斗
前
後
、
大
阪
は
一
石
九
十
目
以
上
に
上

る

と
あ
り
、
天
候
不
順
と
飢
饉
と
い
っ
た
当
時
の
状
況
か
ら
塩
の
生
産
が
お
ぼ

つ
か
な
い
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
天
明
五
年
に
は
米
価
が
下
が
っ
て
い
る
の

で
、
塩
の
価
格
も
下
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
寛
政
四
年
（
一
九
七
二
）

に
幕
府
は
一
年
の
平
均
相
場
と
輸
入
高
の
調
査
を
行
っ
た
た
め
、
そ
れ
以
後
の
記

録
は
動
き
を
辿
る
こ
と
が
で
き
て
も
、

天
明
六
年
御
糺
一
件

の
時
期
に
つ
い

て
は
記
録
が
少
な
い
。
わ
ず
か
に
左
記
の
よ
う
な
記
録

（

）
が
あ
る
。

一
塩
直
段
十
ケ
年
分
、
壱
ヶ
年
宛
売
平
之
事

内

安
永
九
子
年
分

売
平
三
匁
五
分
四
厘
五
毛

天
明
元
丑
年

同

三
匁
九
分
四
厘
六
毛

同

二
寅
年

同

四
分
七
厘

同

三
卯
年

同

五
匁
三
厘
余

同

四
辰
年

同

四
匁
八
分
六
毛

同

五
巳
年

同

三
匁
八
分
六
厘
壱
毛

同

六
午
年

同

三
匁
九
分
三
厘
余

同

七
未
年

同

五
匁
壱
分
三
厘
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同

八
申
年

同

五
匁
九
分
弐
厘
弐
毛
余

寛
政
元
酉
年

同

五
匁
六
分
五
厘
四
毛
余

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
明
五
年
に
は
確
か
に
生
産
地
で
の
価
格
が
下
が
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
も
天
明
元
年
の
価
格
と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
暴
落

と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
資
料
だ
け
で
は
当
時
の
状
況
は
判
断
で
き

な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
天
明
六

七
年
に
か
け
て
は
ま
た
生
産
地
で
の
塩
の
値

段
が
あ
が
っ
て
お
り
、
塩
問
屋
と
仲
買
の
間
で
価
格
が
管
理
さ
れ
て
い
て
も
い
な

く
て
も
、
小
売
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
必
至
と
い
う
当
時
の
事
情
が
推
察
で
き

る
。

天
明
六
年
御
糺
一
件

の
元
に
な
っ
た
願
免
が
ど
こ
か
ら
出
さ
れ
た
の
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
当
資
料
は
、
少
な
く
と
も
天
保
十
二
年
の
株
仲
間
禁
止
に
い
た

る
ま
で
の
塩
販
売
を
め
ぐ
る
動
き
の
一
端
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

当
事
者
た
ち

次
に

天
明
六
年
御
糺
一
件

に
名
を
連
ね
る
塩
小
売
商
と
造
醤
油
屋
に
つ
い

て
調
査
を
行
っ
た
。
こ
こ
に

小
売
塩
屋

と
と
も
に
名
を
連
ね
る
当
時
の
大
阪

の
醤
油
製
造
に
つ
い
て
、

大
阪
市
史

第
一
巻
に
は
こ
う
あ
る
。

阪
地
使
用
の
醤
油
は
古
く
は
み
な
地
造
に
し
て
宝
暦
年
間
始
め
て
備
前
小
島

及
播
磨
龍
野
の
醤
油
を
輸
入
す
る
に
至
り
し
と
い
ふ
。
本
期
間
醤
油
に
関
す

る
株
願
二
三
あ
り
し
が
、
孰
れ
も
許
可
を
得
ず
し
て
止
め
り
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
醤
油
に
関
す
る
株
願
い
は
三
度
あ
り
、
第
一
回
目
は

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
御
池
通
阿
波
屋
庄
助
外
三
名
よ
り
醤
油
株
七
百
軒
、
第

二
回
は
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
で
、
願
人
氏
名
不
明
で
あ
る
が
、
味
噌
醤
油
麹

造
株
三
百
軒
同
請
売
株
四
百
軒
、
第
三
回
は
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）、
こ
の
文

書
と
同
年
に
願
人
京
町
堀
二
丁
目
近
江
屋
亀
之
助
外
一
名
で
、
造
醤
油
屋
株
四
百

軒
及
諸
国
醤
油
引
受
問
屋
株
五
軒
の
株
願
い
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
許

可
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
事
情
と
し
て

大
阪
商
業
習
慣
録

で
は
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

素
人
即
ち
需
用
人
に
し
て
多
量
の
醤
油
を
使
用
す
る
も
の
は
、
直
ち
に
之
を

製
造
元
へ
注
文
し
、
製
造
元
も
亦
之
に
応
じ
、
一
樽
以
上
の
注
文
は
皆
直
接

之
を
送
れ
り
。（
中
略
）
故
に
問
屋
・
仲
買
・
小
売
等
を
区
別
せ
ん
と
欲
す

る
も
、
需
要
人
は
皆
直
ち
に
造
り
元
よ
り
直
購
入
す
る
の
簡
便
な
る
に
若
か

ず
と
し
、
為
に
醤
油
仲
間
に
お
い
て
は
、
其
区
分
を
立
つ
る
も
遂
に
無
効
に

属
す
る
に
依
る
な
り
。
故
に
製
造
元
は
恰
も
問
屋
と
仲
買
を
兼
ね
た
る
も

の
ゝ
如
し
。
然
れ
ど
も
こ
の
業
を
盛
大
に
し
、
問
屋
の
勢
を
な
す
も
の
六
十

名
前
後
あ
り
。
又
之
に
次
ぐ
も
の
百
五
六
十
名
あ
り

（

）
。

醤
油
も
塩
と
事
情
は
似
て
お
り
、
醤
油
に
つ
い
て
も
小
売
・
仲
買
の
区
別
を
設

け
る
こ
と
が
難
し
い
、

無
効

で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も

問

屋
の
勢
い
を
な
す
も
の

と

之
に
次
ぐ
も
の

は
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
製



造
に
つ
い
て
は
、
変
味
し
や
す
い
の
で
製
造
人
は
製
造
に
注
意
す
る
。
同
書
に
も

地
方
の
製
造
品
は
時
と
し
て
輸
入
あ
る
も
、
容
易
に
は
取
引
を
為
さ
ゞ
る
な

り

と
あ
る
。
龍
野
産
の
醤
油
が
入
っ
て
き
て
も
大
阪
産
の
醤
油
の
需
要
が
ま
っ

た
く
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
お
糺
し
の
回
答
を
行
っ
た
当
事
者
た
ち
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
の

天
保
仁
風
便
覧
（

）
に
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
、
所
と
屋
号
の

一
致
し
た
も
の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

天
明
六
年
御
糺
一
件

仁
風
便
覧

北
久
太
郎
町
弐
丁
目

都
倉
屋
文
助

北
久
太
郎
町
弐
丁
目

の
項

都
倉
屋
文
介

北
久
太
郎
町
弐
丁
目

松
屋
い
そ

北
久
太
郎
町
弐
丁
目

の
項

松
屋
太
兵
衛

南
久
太
郎
町
壱
丁
目

大
和
屋
新
兵
衛

南
久
太
郎
町
壱
丁
目

の
項

大
和
屋
太
郎
兵
衛

大
和
屋
甚
三
郎

南
久
太
郎
町
四
丁
目

河
内
屋
六
兵
衛

南
久
太
郎
町
四
丁
目

の
項

河
内
屋
六
兵
衛

北
久
宝
寺
町
壱
丁
目

八
幡
屋
平
兵
衛

北
久
宝
寺
町
壱
丁
目

の
項

八
幡
屋
市
兵
衛

北
久
宝
寺
町
壱
丁
目

山
田
屋
た
か

北
久
宝
寺
町
壱
丁
目

の
項

山
田
屋
庄
介

北
久
宝
寺
町
壱
丁
目

和
泉
屋
勘
兵
衛

北
久
宝
寺
町
壱
丁
目

の
項

和
泉
屋
源
兵
衛

（
但
し

家
主
）

以
上
の
比
較
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、

天
明
六
年
御
糺
一
件

と

仁
風
便

覧

で
名
前
が
一
致
し
て
い
る
の
は
、

北
久
太
郎
町
弐
丁
目

の
項
の

都
倉

屋
文
介

（

）
と
、

同
四
丁
目

の
項
に
は

河
内
屋
六
兵
衛

で
あ
る
。

ま
た
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

後
編
買
物
独
案
内

全
（

）
に
は
次
の
よ
う

な
記
載
が
あ
る
。

（
屋
号
）

上
醤
油
地
売

お
ろ
し

南
久
太
郎
町
四
丁
目

小
う
り

河

内
屋
六
兵
衛

地
売

と
あ
る
の
で
、
醤
油
を
生
産
し
て
い
る
と
同
時
に
卸
、
小
売
を
行
っ

て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。

ま
た
、
同
書
に
は
、

（
屋
号
）

溜
醤
油
地
売

お
ろ
し

小
う
り

北
久
太
郎
町
二
丁
目

都

倉
屋
与
兵
衛

と
あ
る
。
こ
の
人
物
は
、

仁
風
便
覧

で
は

都
倉
屋
文
介

と
同
じ
町
に

名
を
連
ね
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
同
じ
く
造
醤
油
屋
で
あ
る
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こ
と
が
知
れ
る
。

右
記
の
リ
ス
ト
の
上
下
の
人
物
同
士
が
名
前
が
違
っ
て
も
同
一
の
家
、
も
し
く

は
同
業
で
あ
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
が
、
先
の
都
倉
屋
の

よ
う
に

天
明
六
年
御
糺
一
件

と
そ
の
五

年
後
の

仁
風
便
覧

で
、
名
前

が
違
っ
て
も
所
と
屋
号
が
一
致
す
る
人
物
が
同
業
だ
と
い
う
例
も
あ
る
の
で
、

ま
っ
た
く
関
係
が
な
い
と
も
言
い
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
様
に

天
明
六
年
御

糺
一
件

の
最
後
に
名
を
連
ね
る
年
寄
で
も
、
八
名
の
う
ち
屋
号
が
同
じ
者
が
二

人
を
数
え
、
同
一
の
名
前
が
続
い
て
い
る
の
は

大
和
屋
利
兵
衛

の
み
で
あ

る
。

天
明
六
年
御
糺
一
件

中
に
名
前
を
連
ね
、

仁
風
便
覧

に
も
見
え
る

河
内
屋
六
兵
衛

は
、
時
代
の
下
っ
た
明
治
刊
行
の

商
工
技
藝
浪
華
の
魁
（

）

に
は
、（

屋
号
）

醤
油
製
造
業

南
久
太
郎
町
遍
三
休
橋
東
へ
入

若
江
六
兵
衛

河
六
事

と
あ
り
、
ま
た
、
明
治
二
十
八
年
の

商
業
資
料
（

）
の

大
阪
商
人
見
立

と

い
う
大
阪
の
商
人
の
一
年
の
所
得
に
よ
る
番
付
に
、
四
段
目
、
相
撲
で
い
え
ば
、

前
頭
の
位
置
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
、

醤
油
商

五
、
四
七
四

若
江
六
兵

衛

東

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
百
年
続
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（

）
。

注（

）

大
阪
同
盟
塩
問
屋
組
合
沿
革
史

大
阪
経
済
資
料
集
成

第
五
巻
、
大
阪
商

工
会
議
所
、
一
九
七
四
年
、
三
一
六
ペ
ー
ジ

（

）
同
書

三
一
七
ペ
ー
ジ

（

）
同
書

三
二
七
ペ
ー
ジ

同
書
所
収
の
宮
本
又
次
先
生
に
よ
る
解
説
に
は
、

享

保
年
中
に
は
二
十
七
名
に
な
っ
た

と
あ
る
が
、
資
料
の
上
か
ら
は
確
か
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

（

）
延
宝
七
年
七
月

難
波
鶴

全

佐
古
慶
三
教
授
収
集
文
書
、
大
阪
商
業
大
学

商
業
史
博
物
館
蔵

（

）

難
波
丸

の
記
述
に
つ
い
て
は

大
阪
編
年
史

第
六
巻
を
参
考
に
し
た
。

（

）

大
阪
同
盟
塩
問
屋
組
合
沿
革
史

三
一
九
ペ
ー
ジ

（

）
同
書

三
一
八
ペ
ー
ジ

（

）
同
書

四

一
ペ
ー
ジ

（

）

灘
嶋
赤
穂
塩
問
屋
組
合
旧
記

大
阪
商
業
史
資
料

第
二
九
巻

二
九

一

三
六

（

）

大
阪
編
年
史

第
二
六
巻
拾
遺
中
の

改
正
増
補
難
波
丸
綱
目

に
よ
る
。
本

学
博
物
館
所
蔵
の

難
波
丸

で
は
、
宝
永
元
（
一
七

四
）、
寛
永
年
間
（
一
七

四
八

一
七
五
一
）、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
で
確
認
、
前
二
著
は

数
不
知

、

安
永
六
年
で
は

数
百
軒
有

と
あ
る
。

（

）

大
阪
同
盟
塩
問
屋
組
合
沿
革
史

四
四
九
ペ
ー
ジ

（

）
同
書

四

八
ペ
ー
ジ

（

）

灘
嶋
赤
穂
塩
問
屋
組
合
旧
記

大
阪
商
業
史
資
料

第
二
九
巻

二
九

一

二
三

（

）
同
右

（

）

大
阪
同
盟
塩
問
屋
組
合
沿
革
史

三
三
六
ペ
ー
ジ

（

）

伊
予
国
塩
田
史
料

天
野
家
文
書

そ
の

五
二
八

大
坂
町
奉
行
所
ヨ
リ

浜
師
呼
寄
ノ
覚
書
（
寛
政
二
年
）

日
本
塩
業
大
系
編
集
委
員
会
編
、

日
本
塩
業

大
系
史
料
編
近
世

日
本
専
売
公
社

一
九
七
五
年
、
八
七
五
ペ
ー
ジ

（

）

大
阪
商
業
慣
習
録
中
編

大
阪
商
業
史
料
集
成

第
一
集
、
大
阪
商
科
大
学
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経
済
研
究
所
、
一
九
三
四
年
、
一
二
一
ペ
ー
ジ

（

）
天
保
八
年

仁
風
便
覧

佐
古
慶
三
教
授
収
集
文
書
、
大
阪
商
業
大
学
商
業
史

博
物
館
蔵

（

）

天
明
六
年
文
書

に
は

文
助

と
あ
り
、

助

の
字
が
異
な
る
が
、
同
一

人
物
と
判
断
し
た
。

（

）
天
保
三
年
八
月

後
編
買
物
独
案
内

全

、
佐
古
慶
三
教
授
収
集
文
書
、
大
阪

商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
蔵

（

）
明
治
十
五
年
二
月

商
工
技
芸
浪
華
の
魁

、
佐
古
慶
三
教
授
収
集
文
書
、
大
阪

商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
蔵

（

）

明
治
廿
八
年
九
月
十
日

第
弐
巻
第
七
号

商
業
資
料

復
刻
版

所
収

永
江
為
政
編
著

新
和
出
版
社

一
九
七
三
年

（

）
若
江
六
兵
衛
の
名
前
は
他
に

大
阪
商
員
録

（
明
治
、
佐
古
慶
三
教
授
収
集
文

書
、
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
蔵
）
役
員
ノ
部
に

造
醤
油
商

取
締

と

し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
他
に
は
、

大
阪
経
済
資
料
集
成

第
七
巻

造
醤
油
仲

間
規
約

に
は

東
区
南
久
太
郎
町
三
丁
目
九
番
地

若
江
六
兵
衛

と
あ
る
。

ま
っ
た
く
余
談
で
あ
る
が
、
大
阪
に
は
現
在
も
醤
油
を
作
っ
て
い
る
会
社
が
堺
に

あ
る
。
大
醤
株
式
会
社
と
い
い
、
創
業
は
寛
政
十
二
年
（
一
八

）、
前
身
は
河

又
醤
油
で
、
河
内
屋
又
兵
衛
の
名
は

江
戸
積
醤
油
並
ニ
地
売

と

商
人
買
物

独
案
内

（
文
政
七
）
と

大
阪
商
工
銘
家
集

（
弘
化
三
年
、
佐
古
慶
三
教
授
収

集
文
書
、
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
蔵
）
に
、
そ
の
名
が
見
え
る
。
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